8-4-15　土質・地質専門委員会

1．専門委員会の予算

予算：2,000,000円

2．専門委員会の委員及び活動体制

平成17年度に引き続き、15名のメンバーで活動を開始したが、途中新たに２名を追加し、現時点では17名のメンバーである。

年間計画に基づく通常の活動は、3班のワーキンググループ※で企画・実施準備を担務し、実務・実行にあたっては専門委員会全体で対応するとの方針で運営されてきた。

その他、技術委員会・他から指示・要請を受けた課題に対しては、その都度作業班を編成し対応したが、本年度は年間計画テーマ以外のタスクも多かった。それらのタスクが平成19年度以降も継続しそうな雰囲気も強い。

3．主な活動の記録

(1) 定例専門委員会等の開催

委員全員が参加する専門委員会は、定例化し、原則各月に1回、計10回開催した（2､3月は休止）。　　

常設WG及びその都度編成された作業班のミーティングは、ＷＧリーダー主導の元に、可能な限りメール等を活用しメンバーの負担軽減に努めたが、実作業を伴う各作業班だけの独自ミーティングを開催する場合もあった。

(2)活動の概要

平成18年度活動の概要は下表に示すとおりである。

4．次年度の活動について

基本的に、今年度の活動を踏襲・継続するが、当委員会で平成13年度作成した道路事業及び河川事業に関する「調査計画の立て方（案）」の改訂の本格的作業を行う予定である。

（土質・地質専門委員会委員長　真鍋　進）
ａ. 活動概要(1)　年間計画計上課題

	テーマ　概　　要
	結　果　の　概　要

	設計技術者のための地盤技術講演会(第12回)

：講演会WG担当
	ﾃｰﾏ：「建設工事における地下水の諸問題」

：西垣　誠（岡山大学　環境理工学部　教授）
「土構造物の性能設計の動向」

：本城　勇介（岐阜大学　工学部　教授）
東京会場参加者　87名、名古屋会場参加者　51名

	品質セミナー「エラー防止のために」：品質活動WG担当

※技術委員会照査特別WGに参加
	エラー事例収集、検討、編集

セミナーテキスト改訂・編集

セミナー全国9会場講師派遣

	測量・調査共通仕様書等

：基準検討WG担当
	国交省意見照会等に対応

本委員会作成の道路及び河川事業における「調査計画の立て方(案)」の改訂方針の検討


b.　活動概要(2)　追加課題

	テーマ　概　要
	作　業　概　要

	RCCM登録更新講習会
	「土質及び基礎」分野は昨年度作成のものの一部修正作業を実施。


※　講演会WG、品質WG、基準検討WG
